
NP養成を開始(平成20年度）するまで

 大学院修士課程カリキュラム
 教育体制（教員の資質向上、教育環境の整備）
の構築

・国際会議の開催（年２回）
ペース大学、ケースウェスタンリザーブ大学、
ワシントン大学、ソウル大学等

・教員（12名）の海外研修（NPの教育課程、実践現場）
・教員の国内の医療機関での研修

平成17年：NPプロジェクトチームを設置

平成20年４月大学院教育をスタート
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老年NP（ナースプラクティショナー：診療看護師）とは

医師と連携・恊働して、

・高血圧症、糖尿病、慢性閉塞制肺疾患などの
慢性疾患の患者さんや

・発熱、咳、下痢等の症状をもつ患者さんに対して

包括的な健康アセスメントを実施し、
必要な場合には、医療的な介入も行うことができる看護職

 包括的な健康アセスメント能力(簡単な検査を含む）

 医療処置的管理の実践能力(簡単な処方等を含む）

 熟練した看護実践能力

 看護管理能力

 チームワーク・協働能力

 医療・保健・福祉システムの活用・開発能力

 倫理的意思決定能力

必要とされる能力

3P
Physical Assessment

Pharmacology
Pathophysiology
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